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全域で
見られます

ヤマユリが
咲きはじめました！

暖かくなり、飛んでいる様子やアマナ
の蜜を吸っている様子が見られるよ
うになりました。成虫のまま越冬し
たチョウです。

キタキチョウ

武蔵野植物園で
よく見られます

今週はここに注目！
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全域で
見られます

チダケサシ
小さくて可愛らしい花をたくさん
咲かせています。乳茸刺（ちだけ
さし）の名前は、野山でとったチ
ダケ（菌類の一種チチタケの地方
名）をこの茎に刺して持ち運んだ
ことによります。

オカトラノオの葉

ムラサキシジミ
翅の表が青紫色、裏面は茶色でシミ
のような模様があります。成虫で
越冬する蝶です。

武蔵野植物園周辺
でよく見られます

サガミラン
名前は、最初の発見地である神奈
川県にちなみます。共生する菌か
ら栄養をもらって生きており、葉
を持ちません。

ミズヒキ
穂のようにつく小さな花が、上か
ら見ると赤、下からは白く見える
ことから、進物にかける紅白の
「水引」に見立て、名前がつきま
した。花は小さくても、とても可
愛らしいので、是非
じっくり観察してみ
てください。

ミズヒキの花
（7月上旬～9月中旬）

オオシオカラトンボ
いもりの池や武蔵野植物園の池周
辺でよくみかけます。複眼が黒い
ことで、シオカラトンボ（複眼は
青）と区別がつきます。

武蔵野植物園で
よく見られます

シオカラトンボ

ソクズの実
（9月ごろ）

枝先に小さい白色の花を咲かせ、
秋から冬にかけて光沢のある赤い
実になります。日本庭園に植えら
れたり、盆栽とされるなど、日本
の古い園芸植物として知られ、正
月にはセンリョウとともに床の間
飾りとされます。

マンリョウ （12月～２月頃）

ヤブミョウガ
食用になるミョウガ（ショウガ
科）と葉が似ていて、やぶに生
えることが名前の由来。ツユク
サの仲間で、真っ白な花は、見
ているだけで涼しげです。

全域で
見られます

葉が黒ずんだ緑色をしていること
から葉黒草（はぐろそう）の名前
がつきました。花は小さいですが、
上下にぱっくりと開いた２枚の花
びらが特徴的。是非、じっくりと
観察してみてください。

ハグロソウ

紅紫色の花がとても目立ちます。禊萩
（みそはぎ）の名前は、草の姿が萩に
似て、旧暦の盆にこの枝葉で禊（みそ
ぎ）をすることによります。お盆の供
花として代表的なもののひとつで、精
霊花、盆花とも呼ばれます。

ミソハギ

モンキアゲハ
後翅の白い紋がよく目立つ、黒い
アゲハチョウ。ひらひらと飛んで
いる姿をよく見かけます。

水生植物園で
よく見られます

白い花に蜜は無く、黄色い腺体に
蜜をためます。秋には赤い実をつ
けますが、あまり多くありません。

ソクズ

黄色い腺体

オオシオカラトンボ
と似るが、体は薄い
青色で、複眼が青い。

シオカラトンボ
体は青色、複眼は黒色。
ロープや草によく止
まっている。

頭から腹や足先まで
真っ赤。赤くないのは
透明な翅だけ。

腹部の一部が白く「腰
のところが空いてい
る」ように見えること
が名前の由来。

オオシオカラトンボ ショウジョウトンボコシアキトンボ

~園内で見られるトンボたち ~

ミズタマソウ

白色の小さな花を咲かせています。がく、
花弁、雄しべがすべて２つの「２数性」と
いう性質を持つ花。白い毛が密生した果実
が露にぬれた様子を水玉に見立てたことが
名前の由来。

花

果実

ヤマユリ
日本固有のユリ。観賞価値が高く、
庭植え、切り花として栽培されます。
1862年にイギリスで紹介されると、
ヨーロッパで熱狂的に受け入れられ、
明治・大正時代には外貨獲得に大き
く貢献しました。

武蔵野植物園で
見ごろを迎えて

います

野原や堤防などのやや湿った場
所を好む植物で、橙赤色の花が
群生する姿はとてもきれいです。
若葉は甘みがあり、食用となり
ます。花は早朝に開いて１日で
しぼみます。園内では、
八重咲のヤブカンゾウ
もみられます。

ノカンゾウ

ヤブカンゾウの花

武蔵野植物園や
水生植物園で
見られます

大葉擬宝珠（おおば
ぎぼうし）は、葉
が大きいことが名
前の由来。擬宝珠
（ぎぼうしゅ）とは、
橋の欄干につける装
飾品のことで、これ
と花の蕾がよく似て
います。

オオバギボウシ

擬宝珠

地下茎が太く、真っ白な
ことによりシロネ（白
根）の名前がつきました。
葉腋（葉のつけ根）に白
い花が数個ずつ密に咲き
ます。

シロネの花

シロネ

水生植物園で
見られます

淡紅色の花はシソ科の特徴である
唇形です。つる植物ではありませ
んが、地下で茎を伸ばして増える
様が「つる」のようで、草に苦み
はないが薬効があるため「ニガク
サ」の名がついています。

ツルニガクサ

大葉擬宝珠（おおばぎぼう
し）は、葉が大きいことが
名前の由来。擬宝珠（ぎぼ
うしゅ）とは、橋の欄干につ
ける装飾品のことで、これと
花の蕾がよく似ています。

オオバギボウシ

擬宝珠

ツルニガクサの花
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